
教
育
委
員
会
は
、
夏
休
み
や
給
食
未

実
施
期
間
中
、
留
守
家
庭
児
童
会
へ
入

会
を
希
望
す
る
児
童
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

対
象
＝
市
立
小
学
校
に
通
学
す
る
１

～
４
年
生
で
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で

保
育
す
る
人
が
い
な
い
児
童

今
年
度
、
大
住
・
田
辺
東
で
は
５
・

６
年
生
も
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
現
在
在
籍
し
て
い
る
児
童

は
、
改
め
て
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

入
会
受
付
す
る
留
守
家
庭
児
童
会
＝

大
住
・
薪
・
田
辺
東
・
草
内�

定
員
を
超
え
る
場
合
や
、松
井
ケ
丘
・

桃
園
・
田
辺
・
三
山
木
小
学
校
区
の
児

童
は
、
ほ
か
の
留
守
家
庭
児
童
会
へ
の

入
会
と
な
り
ま
す
。

開
設
期
間
＝
７
月
１７
日
㈬
～
９
月
２

日
㈪通

学
校
区
外
の
留
守
家
庭
児
童
会
に

通
う
小
学
校
１
～
４
年
生
と
、
小
学
校

５
・
６
年
生
は
７
月
２０
日
㈯
～
８
月
２８

日
㈬
で
す
。

い
ず
れ
も
、
日
曜
日
と
８
月
１３
日
㈫

～
１６
日
㈮
を
除
き
ま
す
。

開
設
時
間
＝
▼
短
縮
授
業
期
間
…
放

課
後
～
午
後
６
時
３０
分
▼
平
日
…
午
前

８
時
～
午
後
６
時
３０
分
▼
土
曜
日
…
午

前
８
時
～
午
後
５
時
３０
分

費
用
＝
▼
負
担
金
…
通
学
校
区
内

１
万
３
６
０
円
、
５
・
６
年
生
と
通
学

校
区
外
８
千
４
０
０
円
（
減
免
措
置

あ
り
）
▼
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
…

８
０
０
円

申
込
方
法
＝
社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
か
各
留
守
家
庭
児
童
会
に
あ
る

申
込
書
に
、
就
労
状
況
証
明
書
（
父
母

と
も
必
要
）
な
ど
の
必
要
書
類
と
保
険

料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん

受
付
期
間
＝
６
月
１０
日
㈪
～
２１
日
㈮

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
８
時

正
午
～
午
後
１
時
、
土
・
日
曜
日
を

除
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
教
育
・
ス

ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
６４
・
１
３
９
４
）

ご
み
減
量
へ
の
心
掛
け
は
？

ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
心
掛
け

に
つ
い
て
は
、
８６
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
の

人
が
、「
い
つ
も
心
掛
け
て
い
る
」「
と

き
ど
き
心
掛
け
て
い
る
」
と
回
答
。
日

頃
か
ら
ご
み
の
削
減
や
再
生
利
用
を
心

掛
け
て
お
り
、
み
な
さ
ん
の
意
識
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

市
は
、「
や
る
気
が
で
な
い
」

「
う
つ
か
も
し
れ
な
い
」
と
悩

み
を
抱
え
て
い
る
人
や
、「
身

近
に
自
殺
を
ほ
の
め
か
し
て

い
る
人
が
い
る
」
な
ど
の
相

談
に
電
話
で
応
じ
て
い
ま
す
。

悩
み
が
あ
る
と
き
は
「
ひ

と
や
す
み
コ
ー
ル
」
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

【
ひ
と
や
す
み
コ
ー
ル
】

開
設
時
間
＝
毎
週
月
・
水

曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

午
後
５
時
３０
分
～
８
時

相
談
電
話
番
号
＝
☎
６３
・
７
０
８
８

ま
た
、
京
都
府
な
ど
で
も
次
の
と
お
り
電
話
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
精
神
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
こ
こ
ろ
の

相
談
電
話
…
☎
０
７
５
・
６
４
５
・
５
１
５
５

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
。
正
午
～
午
後

１
時
を
除
く
）
▼
自
殺
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
…

☎
０
１
２
０
・
５
５
６
・
０
９
７
（
平
日
午
前
９

時
～
午
後
８
時
）
▼
京
都
い
の
ち
の
電
話
…
☎

０
７
５
・
８
６
４
・
４
３
４
３
（
年
中
無
休
・
２４
時

間
対
応
）

【
問
合
せ
先
】

障
害
福
祉
課
（
☎
６４
・
１
３
７
２
）

ご
み
問
題
へ
の
関
心
は
？

市
で
は
９１
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
、

ご
み
問
題
に
つ
い
て
「
非
常
に
関
心
が

あ
る
」「
あ
る
程
度
関
心
が
あ
る
」
と

回
答
し
て
お
り
、
関
心
が
高
い
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

生
後
９１
日
以
上
の
犬
に
は
、

登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
の
接
種
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
は
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
、
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

飼
い
犬
は
登
録
を

新
し
く
飼
い
始
め
る

人
や
未
登
録
の
犬
を
飼
っ
て
い

る
人
は
登
録
手
続
き
を
し
、
鑑

札
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
市
外
で
登
録
し
た

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
犬
の

転
入
の
手
続
き
と
鑑
札
の
交
換

（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

狂
犬
病
予
防
接
種
は

６
月
中
に

狂
犬
病
の
予
防
接
種
が
ま
だ

の
人
は
、
６
月
中
に
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。市
内
の
動
物
病
院（
＝

下
表
）な
ど
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

鑑
札
を
な
く
し
た
ら

鑑
札
や
注
射
済
票
を

紛
失
し
た
と
き
は
、
再
交
付
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
手
数
料
】

▼
登
録
＝
３
千
円
▼
注
射
済

票
交
付
＝
５
５
０
円
▼
鑑
札
の

再
交
付
＝
１
千
６
０
０
円
▼
注

射
済
票
の
再
交
付
＝
３
４
０
円

犬
は
つ
な
い
で

犬
の
放
し
飼
い
は
、

人
や
ほ
か
の
犬
に
か
み
つ
い
た

り
、
交
通
事
故
の
原
因
に
な
っ

た
り
し
て
危
険
で
す
。
散
歩
の

と
き
は
、
必
ず
引
き
綱
で
犬
を

つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ふ
ん
の
処
理
を

忘
れ
ず
に

犬
が
散
歩
中
に
ふ
ん
を
し
た

と
き
は
、
飼
い
主
が
責
任
を

持
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
犬
舎
は
定
期
的
に
清
掃

し
、
臭
い
や
抜
け
毛
で
近
所
に

迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。犬

を
捨
て
る
こ
と
は

犯
罪
で
す

動
物
を
捨
て
る
と
、
動
物
愛

護
法
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す

（
３０
万
円
以
下
の
罰
金
）。
最
後

ま
で
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
飼

い
、
不
幸
な
犬
を
出
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
登
録
・
問
合
せ
先
】

環
境
課
（
☎
６４
・
１
３
６
６
）
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市
・
京
田
辺
市
献
血
推
進
協
議
会
は
、
下
表
の
と
お

り
献
血
を
行
い
ま
す
。

手
術
に
必
要
な
輸
血
用
血
液
は
、
献
血
で
し
か
確
保

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
最
近
で
は
、
臓
器
移
植
手
術
な

ど
で
大
量
に
輸
血
を
必
要
と
す
る
な
ど
、
血
液
需
要
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、９
４
３
人
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
善
意
が
医
療
を
支
え
て
い
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
健
康
推
進
課
（
☎
６４
・
１
３
３
５
）

市は、人権擁護委員・行政相談委
員によるなやみごと相談を行ってい
ます。相談日程は 6面をご覧くださ
い。また、委員の自宅でも相談に応
じます。秘密は厳守しますので、気
軽にご相談ください。

人権擁護委員（敬称略）＝▼勅使
河原清順（飯岡・☎ 62-3819）▼大
鉢美智子（三山木・☎ 63-2168）▼
岡山稔（薪・☎ 63-2244）▼小畠壽
子（大住・☎ 62-0336）▼田宮元子
（普賢寺・☎ 62-3047）▼松井啓二（大
住ケ丘・☎ 63-2581）
行政相談委員（敬称略）＝▼奥村
陽子（大住ケ丘・☎ 63-3681）▼川
崎眞佐昭（多々羅・☎ 62-2287）
問合せ先＝人権啓発推進課（☎
62-4343）

6 月 2 日㈰～
8 日㈯は、危険
物安全週間です。
期間中、消防
本部・消防署で
は、みなさんの
安全・安心を守るため、危険物取
扱施設への立入検査や合同訓練な
どを行います。
ガソリン・灯油・油性塗料など
の危険物は、私たちの生活に欠か
せないものです。しかし、発火・
爆発の危険性が高く、取り扱いに
は注意が必要です。
同週間を機に、危険物への理解
を深め、事故のない安全な社会を
築きましょう。
問合せ先＝消防本部予防課（☎
63-7826）

国民健康保険（国保）被保険者
が後期高齢者医療制度へ移行する
ことに伴う国保税の軽減措置が、
3年間延長されます。
対象世帯＝国保の被保険者が後
期高齢者医療制度に移行すること
により、同じ世帯に国保の被保険
者が 1人だけとなる世帯（特定世
帯）
対象部分＝医療分・後期支援金
分の平等割額
軽減額＝▼移行後 1 ～ 5 年目
の世帯…平等割額の 2 分の 1▼
移行後 6 ～ 8 年目の世帯（今回
延長分）…平等割額の 4分の 1�
問合せ先＝国保医療課（☎ 64-
1332）

市は昨年 10 月、ごみに関す
る市民意識調査を行いました。
同調査では、ごみ減量やリサ
イクル、収集・持ち込みの頻度
など 34 項目について、みなさ
んの意見をお聞きしました。
調査の結果、市では、市民の
ごみに関する意識・行動が大変
優れていることが分かりまし
た。市は今後、調査結果を分析
し、さらなるごみ減量化に向け
た取り組みを進めます。
ここでは結果の一部を紹介し
ます。詳しくは、市ホームペー
ジをご覧ください。
問合せ先＝清掃衛生課（☎
68-1288）

収
集
頻
度
は
多
い
？
少
な
い
？

ご
み
の
収
集
頻
度
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
の
種
類
で
「
ち
ょ
う
ど
良
い
」
が

７０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
ま
し
た
。

調査年月＝平成24年10
月
対象＝市内に在住する

18歳以上の男女2,000人
抽出方法＝無作為抽出
回収結果＝ 941人（回
収率47.1％）

調査方法

市の行政相談委員に、奥村陽子さん
（62）・川崎眞佐昭さん（78）が、4月
1日付で総務大臣から再委嘱されまし
た。任期はいずれも 2年です。
問合せ先＝人権啓発推進課（☎ 62-
4343）

知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
３
Ｒ
」

ご
み
の
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
＝
減
ら

す
・
リ
ユ
ー
ス
＝
再
使
用
・
リ
サ
イ
ク

ル
＝
再
生
利
用
）
に
つ
い
て
は
、「
言
葉

も
意
味
も
知
っ
て
い
る
」「
意
味
は
知

ら
な
い
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
人
が

７０
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
に
上
り
ま
し
た
。

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
？

ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
の
上
位
５

つ
は
、左
図
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

反
対
に
少
な
か
っ
た
も
の
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
利
用
、
生
ご
み
の
堆

肥
化
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
１０
パ
ー
セ
ン

ト
前
後
で
し
た
。


